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業績の状況 （連結）

（百万円）

2008年度 2009年度

実績 実績 対前年同期比

売上比 売上比 増 減 増減率

売 上 高 63,072 100.0% 62,932 100.0% △ 140 △0.2%

営 業 利 益 7,547 12.0% 6,461 10.2% △ 1,086 △14.4%

経 常 利 益 8,041 12.8% 6,786 10.8% △ 1,255 △15.6%

当 期 純 利 益 4,499 7.1% 4,096 6.5% △ 403 △9.0%
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医薬品売上 の 内訳

・エビプロスタット（

 

１１．４％

 

ｕｐ

 

）
（前立腺肥大症治療剤）

・ガスロンＮ（

 

１０．３％

 

ｕｐ

 

）
（粘膜防御性胃炎・胃潰瘍治療剤）

・新製品群（ルナベル、シアリス）

等の伸長・寄与

・リボスチン（

 

４２．８％

 

down ）

（アレルギー性鼻炎・結膜炎治療剤）

・バイナス（

 

１６．０％

 

down

 

）
（アレルギー性鼻炎治療剤）

等の減少

（百万円）

2008年度 2009年度

対前年同期比

売上比 売上比 増 減 増減率

医 薬 品 46,185 91.7% 48,583 93.1% 2,398 5.2%

工 業 所 有 権 等 収 益 2,582 5.1% 1,996 3.8% △ 586 △22.7%

ﾌ ﾟ ﾙ ﾘ ﾌ ﾛ ｷ ｻ ｼ ﾝ 原 薬 1,009 2.0% 1,296 2.5% 287 28.4%

受 託 製 造 581 1.2% 290 0.6% △ 291 △50.1%

医 薬 品 合 計 50,357 100.0% 52,165 100.0% 1,808 3.6%

実績実績
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部門別業績推移  医薬品

50,357 52,165

0

55,000

2008年度 2009年度

 
（百万円）

実績 ５２,１６５百万円

対 前年度比

＋ １,８０８百万円（

 
＋ ３．６

 
％ ）
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機能食品売上 の 内訳

（百万円）

2008年度 2009年度

対前年同期比
売上比 売上比 増 減 増減率

健 康 食 品 素 材 453 3.6% 492 4.6% 39 8.6%

品 質 安 定 保 存 剤 1,478 11.6% 1,413 13.1% △ 65 △4.4%

た ん 白 製 剤 7,139 56.2% 5,752 53.4% △ 1,387 △19.4%

ニ ュ ー ト リ シ ョ ン 素 材 2,070 16.3% 1,613 15.0% △ 457 △22.1%

そ の 他 1,574 12.4% 1,497 13.9% △ 77 △4.9%

機 能 食 品 合 計 12,714 100.0% 10,767 100.0% △ 1,947 △15.3%

実績 実績
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部門別業績推移  機能食品

12,714
10,767

0

20,000

2008年度 2009年度

（百万円）

実績 １０,７６７百万円

対 前年度比

△ １,９４７百万円（

 
△ １５．３

 
％ ）
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業績推移（連結）売上高

50,357

12,714

52,165

10,767

0

75,000

2008年度 2009年度

医薬品 機能食品

63,072

(百万円）

62,932

実績 ６２,９３２百万円

対 前年度比

△ １４０百万円（ △ ０．２ ％ ）
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損益計算書 （連結）  ①

（百万円）

2008年度 2009年度

実績 実績 対前年同期比

売上比 売上比 増 減 増減率

営  業  収  益
売上高 63,072 100.0% 62,932 100.0% △ 140 △0.2%

( 医  薬  品） (50,357) (79.8%) (52,165) (82.9%) (1,808) (3.6%)

( 機能食品 ） (12,714) (20.2%) (10,767) (17.1%) (△ 1,947) (△15.3%)

営  業  費  用 55,524 88.0% 56,471 89.8% 946 1.7%

売上原価 28,888 45.8% 29,018 46.1% 130

返品調整引当金 繰入 26 0.0% 戻入 23 0.1% △ 49

販売費及び一般管理費 18,757 29.7% 19,035 30.2% 278

研究開発費 7,853 12.5% 8,440 13.4% 587

営  業  利  益 7,547 12.0% 6,461 10.2% △ 1,086 △14.4%
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損益計算書 （連結）  ②

（百万円）

2008年度 2009年度

実績 実績 対前年同期比

売上比 売上比 増 減 増減率

営 業 利 益 7,547 12.0% 6,461 10.2% △ 1,086 △14.4%

営 業 外 収 益 1,183 1.9% 1,080 1.7% △ 103 △8.7%

営 業 外 費 用 690 1.1% 755 1.1% 65 9.4%

経 常 利 益 8,041 12.8% 6,786 10.8% △ 1,255 △15.6%

特 別 利 益 - - 206 0.3% 206 -

特 別 損 失 354 0.6% - - △ 354 -

当 期 純 利 益 4,499 7.1% 4,096 6.5% △ 403 △9.0%



11

配 当

2008年度 2009年度

中間配当金 9 円 9 円

期末配当金 9 円 10 円

年間配当金 18 円 19 円

66.56 円 60.63 円

27.0 ％ 31.3 ％

1.6 ％ 1.6 ％

　普通株式1株当たり配当金

　１株当たり純利益（ＥＰＳ）

　配当性向

　純資産配当率（ＤＯＥ）
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財政状況 （連結）

（増加）

 

（減少）

資産の部

 

：

 

有価証券、長期前払費用

 

現金及び預金、受取手形及び売掛金

負債の部

 

：

 

繰延税金負債

 

未払法人税等

純資産の部

 

：

 

株主資本、評価・換算差額等

（百万円）

2008年度 2009年度 2008年度 2009年度

期末実績 期末実績 増 減 期末実績 期末実績 増 減

98,286 103,575 5,289 21,942 23,205 1,263

（流動資産） 57,578 59,474 1,896 （流動負債） 13,522 14,197 675

（固定資産） 40,708 44,101 3,393 （固定負債） 8,420 9,007 587

76,344 80,370 4,026

98,286 103,575 5,289 98,286 103,575 5,289

資産の部 負債の部

純資産の部

合　計 合　計
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キャッシュ・フローの状況 （連結）

現金及び同等物の期末残高

 
：

 
売上債権の減少により増加

（百万円）

2008年度

実績 実績 増減

6,370 9,225 2,855 

△ 3,565 △ 3,648 △ 83 

△ 2,300 △ 1,318 982 

15,446 19,447 4,001 

2009年度

投資活動による
　キャッシュ･フロー

財務活動による
　キャッシュ･フロー

現金及び同等物の
期末残高

営業活動による
　キャッシュ･フロー
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設備投資の状況 （連結）

設備投資及び減価償却費 （百万円）

実績

2008年度 2009年度 増 減

設 備 投 資 額 2,331 1,859 △ 472

減 価 償 却 費 2,875 3,078 203

設備投資内訳 （百万円）

実績

2008年度 2009年度 増 減

  ＜日本新薬＞ 1,781 1,788 7
生産関連 741 595 △ 146
研究開発関連 674 575 △ 99
一般関連 367 618 251

  ＜シオエ製薬＞ 139 31 △ 108
  ＜タジマ食品＞ 411 40 △ 371

設 備 投 資   計 2,331 1,859 △ 472
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通期業績予想 （連結）

（百万円）

2009年度 2010年度

対前年度比

売上比 売上比 増 減 増減率

売 上 高 62,932 100.0% 64,700 100.0% 1,768 2.8%

営 業 利 益 6,461 10.2% 5,300 8.2% △ 1,161 △18.0%

経 常 利 益 6,786 10.8% 5,700 8.8% △ 1,086 △16.0%

当 期 純 利 益 4,096 6.5% 3,700 5.7% △ 396 △9.7%

実　績 予 想
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事業別業績見通し  医薬品

52,165 53,500

0

55,000

2009年度 2010年度

(予)

（百万円）

２０１０年度
 

５３,５００百万円

対 前年度比

＋ １,３３５百万円（

 
＋ ２．６％

 
）
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医薬品売上予想の内訳

（百万円）

2009年度 2010年度

対前年度比

売上比 売上比 増 減 増減率

医 薬 品 48,583 93.1% 52,150 97.5% 3,567 7.3%

工 業 所 有 権 等 収 益 1,996 3.8% 150 0.3% △ 1,846 △92.5%

ﾌ ﾟ ﾙ ﾘ ﾌ ﾛ ｷ ｻ ｼ ﾝ 原 薬 1,296 2.5% 1,000 1.9% △ 296 △22.8%

受 託 製 造 290 0.6% 200 0.4% △ 90 △31.0%

医 薬 品 合 計 52,165 100.0% 53,500 100.0% 1,335 2.6%

 実 績 予 想
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事業別業績見通し  機能食品

10,767 11,200

0

20,000

2009年度 2010年度

(予)

（百万円）

２０１０年度
 

１１,２００百万円

対 前年度比

＋ ４３３百万円（

 
＋ ４．０％

 
）
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機能食品売上予想の内訳

（百万円）

2009年度 2010年度

対前年度比
売上比 売上比 増 減 増減率

健 康 食 品 素 材 492 4.6% 510 4.6% 18 3.7%

品 質 安 定 保 存 剤 1,413 13.1% 1,450 12.9% 37 2.6%

た ん 白 製 剤 5,752 53.4% 6,030 53.8% 278 4.8%

ニ ュ ー ト リ シ ョ ン 素 材 1,613 15.0% 1,750 15.6% 137 8.5%

そ の 他 1,497 13.9% 1,460 13.0% △ 37 △2.5%

機 能 食 品 合 計 10,767 100.0% 11,200 100.0% 433 4.0%

 実 績 予 想
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売上原価率

 

：

 

対前年度比

 

１．８ポイント上昇

販

 

管

 

費

 

：

 

対前年度比

 

＋２６５

 

百万円

研究開発費

 

：

 

対前年度比

 

＋６６０

 

百万円

予想損益計算書（連結） ①

（百万円）

2009年度 2010年度
　実　績 予 想 対前年度比

売上比 売上比 増 減 増減率

営 業 収 益
売上高 62,932 100.0% 64,700 100.0% 1,768 2.8%

( 医  薬  品） (52,165) (82.9%) (53,500) (82.7%) (1,335) (2.6%)

( 機能食品 ） (10,767) (17.1%) (11,200) (17.3%) (433) (4.0%)

営 業 費 用 56,471 89.8% 59,400 91.8% 2,929 5.2%

売上原価 29,018 46.1% 31,000 47.9% 1,982

返品調整引当金 戻入 23 0.1% - - 23

販売費及び一般管理費 19,035 30.2% 19,300 29.8% 265

研究開発費 8,440 13.4% 9,100 14.1% 660

営 業 利 益 6,461 10.2% 5,300 8.2% △ 1,161 △18.0%
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予想損益計算書（連結） ②

（百万円）

2009年度 2010年度

対前年度比

売上比 売上比 増 減 増減率

営 業 利 益 6,461 10.2% 5,300 8.2% △ 1,161 △18.0%

営 業 外 収 益 1,080 1.7% 1,000 1.5% △ 80 △7.5%

営 業 外 費 用 755 1.1% 600 0.9% △ 155 △20.6%

経 常 利 益 6,786 10.8% 5,700 8.8% △ 1,086 △16.0%

特 別 利 益 206 0.3% - - △ 206 －

当 期 純 利 益 4,096 6.5% 3,700 5.7% △ 396 △9.7%

実　績 予 想
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配 当 予 想

2009年度 2010年度

中間配当金 9 円 9 円

期末配当金 10 円 10 円

年間配当金 19 円 19 円

60.63 円 54.78 円

31.3 ％ 34.7 ％

　１株当たり純利益（ＥＰＳ）

　配当性向

　普通株式1株当たり配当金
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設備投資の計画 （連結）

設備投資及び減価償却費 （百万円）

2009年度
実績

2010年度
予想

増 減

設 備 投 資 額 1,859 1,200 △ 659

減 価 償 却 費 3,078 3,100 22

設備投資内訳 （百万円）

2009年度
実績

2010年度
予想

増 減

  ＜日本新薬＞ 1,788 1,060 △ 728
生産関連 595 300 △ 295
研究開発関連 575 610 35
一般関連 618 150 △ 468

  ＜シオエ製薬＞ 31 90 59
  ＜タジマ食品＞ 40 50 10

設 備 投 資   計 1,859 1,200 △ 659



研究開発品目の進捗状況

2010年5月18日
日本新薬株式会社

取締役研究開発担当
矢野純一
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新製品開発状況（国内）

開発品目 申請区分 開発段階 ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１年度

新投与経路 がん性疼痛 申請中

新効能
慢性

非がん性疼痛
ＰⅡ

ＮＳ－１７
(アザシチジン）

（導入）
新成分 ＰⅡ

ＮＳ－１１
(アカンプロセート)

（導入）
新成分 ＰⅢ

ＬＹ４５０１９０
（タダラフィル）

（導入）
新効能 ＰⅢ

ＰⅡ

ＰⅡ
準備中

新成分
肺動脈性

肺高血圧症

ＮＳ－３０４
（セレキシパグ）

（自社）

慢性血栓塞栓性
肺高血圧症

前立腺肥大症に伴う
排尿障害

適応症等

アルコール依存症

ＮＳ－３１５
(ﾄﾗﾏﾄﾞｰﾙ塩酸塩)

（導入）

非麻薬性
鎮痛剤

骨髄異形成症候群

申請

ＰⅢ

承認予定

ＰⅡ

ＰⅢ

日本ｲｰﾗｲ ﾘﾘｰ

ＰⅡ 申請

ＰⅡ

ＰⅢ
予定

承認予定

ＰⅡ
予定

ＰⅢ
予定
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新製品開発状況（国内）

開発品目 申請区分 開発段階 ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１年度

ACT-０６４９９２
（マシテンタン）

（導入）
新成分

ＰⅡ
準備中

ＮＳＴ－１４１
（自社）

新成分 ＰⅠ

ＮＳ－２４
（ﾄﾗﾏﾄﾞｰﾙ塩酸塩）

（導入）
新剤型

ＰⅠ
準備中

がん性疼痛
慢性非がん性疼痛

アトピー性皮膚炎
に伴うそう痒

肺動脈性肺高血圧症

適応症等

ＰⅠ
ＰⅡ
予定

ＰⅡ
予定

ＰⅠ
予定
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開発品目 申請区分 適応症等 開発段階 ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１年度

韓国
発売

準備中

ＵＳ
申請

準備中

中国
ＰⅢ

準備中

ＮＳ－３０４
（セレキシパグ）

（自社）

新成分
肺動脈性

肺高血圧症
ＵＳ/ＥＵ

ＰⅢ

慢性骨髄性白血病
ＵＳ/ＥＵ

ＰⅡ
準備中

B細胞性慢性
リンパ性白血病

ＵＳ/ＥＵ
ＰⅡ

準備中

多形性膠芽腫
ＵＳ/ＥＵ

ＰⅡ
準備中

進行性
前立腺がん

ＵＳ/ＥＵ
ＰⅡ

準備中

ＮＭ４４１
(ﾌﾟﾙﾘﾌﾛｷｻｼﾝ）

（自社）
新成分 合成抗菌剤

ＮＳ－１８７
（バフェチニブ）

（自社）
新成分

CytRx社

Lee's
Pharma社

柳韓洋行社

申請予定 承認予定

Actelion社

Optimer社

ＰⅡ
ＰⅢ

ＰⅡ

予定

ＰⅡ

予定

ＰⅡ

予定

ＰⅢ

ＰⅢ

予定

新製品開発状況（海外）
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ＮＳ－３１５（ﾄﾗﾏﾄﾞｰﾙ塩酸塩）
 － 非麻薬性鎮痛剤 －

開発段階
 

：
 

がん性疼痛
 

２００８/０７申請
慢性非がん性疼痛

 
ＰⅡ試験

開発形態
 

：
 

国内自社
グリュネンタール社(ドイツ)から導入
(世界約１００ヵ国で発売済み)

適 応 症： がん性疼痛、慢性非がん性疼痛

用 法 ： ４回／日

特 徴 ： ・鎮痛作用強度はNSAIDsとモルヒネの中間
・モルヒネと比べると安全性が高い
・麻薬指定を受けていない
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開発段階： ２００９/１２承認申請

開発形態： 国内自社
セルジーン社(米国)から導入

米国
 

２００４/０７
 

発売

欧州
 

２００９/０１
 

発売

適 応 症： 骨髄異形成症候群(MDS)

剤 型： 凍結乾燥粉末/バイアル

(用時溶解、皮下・静脈内注射)

特 徴： ・
 

DNA脱メチル化作用による正常な

細胞分化誘導
・

 
MDS治療の第一選択薬(米国)

ＮＳ－１７（ｱｻﾞｼﾁｼﾞﾝ）
 － 骨髄異形成症候群治療剤 －
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開発段階： PⅢ試験

開発形態： 国内自社
メルクセローノ社(スイス)から導入

（欧州約３０ヵ国で発売済み）
（米国：フォレスト社が２００５/０１から発売)

適 応 症： アルコール依存症

剤 型： 腸溶錠

特 徴： 脳内グルタミン酸の機能調節に関与すること
により、アルコール依存に伴う飲酒欲求を抑制
し、断酒維持を補助

ＮＳｰ１１（ｱｶﾝﾌﾟﾛｾｰﾄ）
 － アルコール依存症治療剤 －
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ＬＹ４５０１９０（ﾀﾀﾞﾗﾌｨﾙ）
 － 前立腺肥大症に伴う排尿障害治療剤 －

開発段階： PⅢ試験

開発形態： 日本イーライリリーから導入（２００９/０４）

国内は日本イーライリリーが開発

作用機序： ＰＤＥ５阻害

適 応 症： 前立腺肥大症に伴う排尿障害

剤 型： 錠剤

特 徴： 新規作用機序
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ＮＳ－３０４（ｾﾚｷｼﾊﾟｸﾞ）
 － 肺高血圧症治療剤 －

開発段階：
 

欧州（EMEA）オーファン指定（２００５/０８）

海外: PⅢ試験

国内: ＰⅡ試験

開発形態：
 

２００８/０４、アクテリオン社（スイス）へ導出
（日本を除く全世界）

国内はアクテリオン・ジャパンと共同開発

作用機序：
 

選択的PGＩ2アゴニスト

適 応 症： 肺高血圧症

剤 型： 錠剤

特 徴： 長時間作用型経口剤
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ＡＣＴ－０６４９９２（ﾏｼﾃﾝﾀﾝ）
 －肺動脈性肺高血圧症治療剤 －

開発段階: 海外
 

ＰⅢ試験
国内

 
ＰⅡ試験準備中

開発形態: ２０１０/０２、アクテリオン社（スイス）から導入
国内はアクテリオン・ジャパンと共同開発

作用機序: 組織特異的エンドセリン受容体デュアル
アンタゴニスト

適 応 症: 肺動脈性肺高血圧症

剤 型: 錠剤

特 徴: 肝障害の少ない長時間作用型経口剤
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ＮＳＴ－１４１
 － 抗そう痒剤 －

開発段階：
 

PⅠ試験

開発形態：
 

２００８/１０、大鵬薬品工業と基本契約締結

共同開発

適 応 症： アトピー性皮膚炎に伴うそう痒

剤 型： 軟膏剤

特 徴： ・抗ヒスタミン作用ではない新規作用機序

・既存の薬剤が奏効しない難治性のそう痒
に対しても効果を示す可能性
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ＮＳｰ２４（ﾄﾗﾏﾄﾞｰﾙ塩酸塩）
 － 持続性非麻薬性鎮痛剤 －

開発段階:
 

PⅠ試験準備中

開発形態:
 

国内自社
２０１０/０３、ラボファーム社（カナダ）から導入

（世界１７ヵ国で発売済み）

適 応 症: がん性疼痛、慢性非がん性疼痛

用 法: １回/日

剤 型: 持続性製剤（錠剤）

特 徴: 速放剤と徐放剤の長所を兼ね備えた持続性

鎮痛剤
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ＮＭ４４１（ﾌﾟﾙﾘﾌﾛｷｻｼﾝ）
 － キノロン系合成抗菌剤 －

開発段階：国内：
 

発売（明治製菓/スオード錠）：2002/12
海外：

 
アンジェリーニ社（イタリア）

販売承認
 

：2004/09
発

 
売（伊）

 
：2004/11

欧州各国承認
 

：2005/04
柳韓洋行社（韓国）

契 約
 

：2003/02
承 認

 
：2007/12

オプティマー社（米国）
契 約

 
：2004/06

申請準備中
リーズ・ファーマ社（香港）

契 約
 

：2009/03
ＰⅢ準備中
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ＮＳ－１８７（ﾊﾞﾌｪﾁﾆﾌﾞ）
 － 慢性骨髄性白血病治療剤 －

開発段階： 海外
 

PⅡ試験準備中

開発形態： ２００５/１２、サイトレックス社(米国)へ導出
（日本を除く全世界）

作用機序： Bcr-Abl
 

チロシンキナーゼ阻害および

Lyn
 

チロシンキナーゼ阻害

適 応 症： 慢性骨髄性白血病

B細胞性慢性リンパ性白血病
多形性膠芽腫
進行性前立腺がん

剤 型： 錠剤

特 徴： イマチニブ耐性変異体にも効果
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